
1．小林　　剛　2．1970/5/19
3．広島大学 大学院医系科学研究科 消化器・移植外科学
4．1996 年広島大学医学部を卒業，2006 年広島大学大学院医歯薬
学総合研究科博士課程を修了（博士（医学））．2020 年広島大学 大
学院医系科学研究科 消化器移植外科学 准教授を拝命し現在に至
ります．
5．外科医の減少傾向が危惧され，働き方改革が求められる中，外
科学と外科医のあり方について発展的革新に取り組んでいきます．
6．現職

1．岡田　守人　2．1962/12/17
3．広島大学
4．1988 年　奈良県立医科大学卒業
1995 年　神戸大学大学院医学系研究科修了
1999 年　米国ニューヨーク・コロンビア大学
2002 年　兵庫県立がんセンター
2007 年　広島大学・腫瘍外科
5．日本の外科学の発展のため，手術を中心に臨床試験や基礎・ト
ランスレーショナル・臨床研究を実践・指導して，「日本から世界
に情報を発信」を合言葉に，全力を尽くしていきたいと思います．
6．現職

1．田中　俊樹　2．1971/9/9
3．山口大学医学部附属病院 第一外科
4．1997 年 3 月　山口大学医学部卒業
2001 年 3 月　山口大学大学院医学系研究科卒業
2005 年 3 月　ニューヨーク医科大学留学
2017 年 10 月　山口大学医学部附属病院手術部　講師
5．これまでの臨床・研究の経験を活かし，若手医師の外科への勧
誘と外科医の育成，そして外科学の発展に微力ながら貢献できる
よう尽力して参ります．
6．新任

1．宮田　義浩　2．1964/11/25
3．広島大学
4．1989 年広島大学卒業．第 2 外科入局．呼吸器外科分野で学位
取得．1998-2003 年メイヨークリニック留学．広島大学先進医療開
発科学講師を経て 2008 年より広島大学原医研腫瘍外科准教授，診
療教授．
5．基礎的研究，臨床的研究で積み重ねた知識や経験を土台にし
て，臨床における問題点を見据えたトランスレーショナルリサー
チを目指して，外科学，呼吸器外科学の発展に寄与してゆく所存
です．
6．現職

1．大段　秀樹　2．1962/8/24
3．広島大学大学院　消化器・移植外科学
4．1988 年広島大卒業，1997 年大学院卒業，1997-2000 年ハーバー
ド大留学，2008 年より広島大　教授，2018-2021 年研究科長，2021
年より副学長．2017 年より日本肝移植学会理事長．
5．消化器外科・肝胆膵外科・臓器移植外科領域の臨床・研究・教
育活動を通じて人材育成に注力し，日本外科学会のますますの発
展に貢献する所存です．
6．現職

1．石﨑　康代　2．1971/8/30
3．独立行政法人国立病院機構　広島西医療センター
4．平成 8 年広島大学卒業　第二外科入局
平成 17 年広島大学大学院卒業
主に市中の病院で消化器外科医として診療に携わっています．
5．7 月に理事会から出された「代議員定数の増員に伴うメッセー
ジ」に応じて，立候補させていただきました．自身の立場から外
科学会の活動への参画ができればと考えています．
6．新任
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1．桂　　春作　2．1968/4/27
3．山口大学医学部附属病院　第一外科
4．平成 9 年 3 月山口大学医学部卒業
平成 9 年 5 月山口大学医学部第一外科　入局
平成 21 年～現在　日本小児外科学会　評議員
令和元年～現在　日本外科学会　代議員
5．臨床に携わる外科医として，また医学教育学講座准教授として
も，学生から研修医・若手医師までシームレスに，将来の医療を
支える優秀な外科医育成に尽力します．
6．現職

1．前田　訓子　2．1975/5/13
3．山口大学大学院医学系研究科　消化器・腫瘍外科学
4．平成 12 年　島根医科大学卒業
平成 18 年　山口大学大学院医学系研究科　入学
平成 23 年　山口大学医学部附属病院　医員
平成 30 年　山口大学医学部附属病院　助教
令和 4 年　山口大学大学院医学系研究科　助教
5．この度，代議員に立候補させていただきました．女性医師だけ
でなく次世代を担う若手医師の育成やリクルートメントをはじ
め，地方の抱える地域間医療格差などの問題にも取り組む所存で
す．
6．新任

1．松川　啓義　2．1964/7/22
3．広島市立広島市民病院
4．平成 2 年岡山大学卒，岡山大学第 1 外科入局
平成 12 年広島市立広島市民病院外科
平成 13 年岡山大学病院肝胆膵外科
平成 20 年広島市立広島市民病院外科
令和 4 年広島市立広島市民病院副院長
5．地域の中核病院として，外科医療の発展に寄与することととも
に，外科を志望する有望な人材の獲得，優れた外科医の育成，外
科医の職場環境改善のために尽力し，本学会の発展に貢献したい
と考えます．
6．新任

1．武田　　茂　2．1965/1/29
3．山口大学大学院消化器・腫瘍外科学
4．平成 3 年山口大学医学部卒業
平成 3 年山口大学附属病院研修医
平成 17 年山口大学消化器・腫瘍外科学助手
平成 27 年山口大学医学部附属病院講師
令和 1 年山口大学消化器・腫瘍外科学診療准教授
5．この度代議員に立候補させていただき，次世代の若手外科医師
の育成や労働環境などの改善に尽力して地域の外科診療の底上げ
に貢献し，日本外科学会の発展に寄与する所存です．
6．現職

1．永野　浩昭　2．1961/1/25
3．山口大学大学院　消化器・腫瘍外科学
4．1986 年岡山大学医学部卒業
1994 年ハーバード大学外科研究員
2004 年大阪大学講師（病態制御外科学）
2009 年大阪大学准教授（消化器外科学）
2015 年山口大学教授（消化器・腫瘍外科学）
5．昭和 61 年より本学会に入会し，外科医労働環境改善委員，教
育委員，医療安全管理委員などを歴任し，2015 年より代議員とし
て，その運営に携わって参りました．今後も本学会の発展に寄与
すべく尽力いたします．
6．現職


